
平成３０年度 第２回高齢者サービス調整会議 議事録 

平成３０年１０月２５日（金）       

健康文化センター１階 機能回復訓練室  
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発 言 者 発 言 内 容     （開会 午後 1 時 30 分） 

課 長   本日の会議について、４委員が欠席となります。 

部 長 

上半期の町の取り組みを報告させていただきながら取組状況について皆さん

からご意見をいただきたい。新聞報道にあるように介護保険を取り巻くなかで、

財務省の方から新たな負担増と給付の抑制ということで、介護保険の負担割合

が原則２割に、また要介護１、２も総合事業のサービスに切り替えることも提言さ

れている。第７期の介護保険計画が始まったばかりではあるが、おそらく第８期

のときにはこういった議論を受けて見直しになるかと思う。 

委 員 長 

  第７期高齢者ほほえみ計画が４月から始まり、町民が安心して暮らせるよう、

地域包括ケアシステムの構築を進めていくうえで８月から協議会が発足し、認知

症施策に関連して認知症初期集中支援チームも４月に活動を始めた。 

事 務 局 

  議題（１）大口町地域包括ケアシステムの構築に向けた取り組みについて、

資料Ｎｏ．１に基づき説明 

※平成３０年度大口町地域包括ケアシステム推進計画により、これまでの取り組

みや今後の方向性について説明する。 

尾 北 医 師 会 

代 表 

地域包括ケアシステム推進協議会では、今後に向けてどのようにしていった

ら良いかについて意見交換した。住み慣れた街で生活していくことが目的であ

り、今後、人口減少社会となり財源をどうするかとなったときに、健康長寿を目指

すことが結果的に医療費がかからない社会ができるのではないか。 

尾北歯科医師会代表 
口腔内の清潔は全身的な影響を及ぼすと最近は言われている。歯科医師や

歯科衛生士の分野を活用して地域包括ケアシステムを推進していきたい。 

町内高齢者施設代表 

施設では看取りをやっているが、特養入居者が自宅に戻っていろいろな介護

保険のサービスを利用して最期を迎えたいという方がいる。地域包括ケアシステ

ムに介護のサービスを組み合わせていくことが大事だと思う。 

介護支援専門員 

連 絡 会 議 代 表 

 退院後、受け皿として家族、地域、サービスも整ってないなかで、すぐに自宅

に戻るのは難しい。介護になってからも地域に戻るのであれば受け皿をしっかり

準備していかないといけない。 

江 南 保 健 所 

 保健所として災害時の医療に力をいれようと思っている。そのため平素の地域

包括ケアシステムの体制が整っていないといけないので積極的に関わっていき

たい。 

介護サービス利用

介 護 者 代 表 
 困ったときに見てもらえる、気楽に話ができる環境になっていくとありがたい。 

介護サービス利用

介 護 者 代 表 

 一人ひとり容態が違うなかで、デイを利用していない介護者は苦労している。

本人と介護者にすれ違いがある。 

民生委員協議会  対象高齢者の増加、相談内容が多様化している。月２回訪問し、何かあれば
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代 表 すぐに関係機関につないでいる。 

学 識 経 験 者 

 介護者・養介護者はたくさんいる。細かい連携が必要である。人手、場所（自

宅、施設）、時間、費用の問題をケアマネが把握しその情報を本人や家族に伝

えていくことが大切である。 

学 識 経 験 者 

 システムというと枠組みだけの形になりがちだが、推進協議会でエピソードが

出てきたことは大切なことである。家族の支援、家族会などで当事者の意見を聞

くことや住民への発信が大切である。 

副 委 員 長 
 障害者、高齢者、家族を支える社協のお助け隊（１７名）が１０月から発足し

た。 

事 務 局 
議題（２）大口町認知症初期集中支援チームの取り組みについて、チラシを

基に認知症支援チームの設置目的や会議・支援内容などについて説明。 

地域包括支援セン

タ ー 

資料Ｎｏ．２に基づき、大口町認知症初期集中支援チームのこれまでの活

動、関わったケースについて説明。 

学 識 経 験 者 ２番、３番の家族はどのようにしてチームのことを知ったのか 

地域包括支援セン

タ ー 

 地域包括支援センターとしての関わりのあった方や健康生きがい課の窓口に

相談に来られた方を地域包括支援センターが訪問していた。 

事 務 局 

議題（３）大口町指定介護予防支援の業務の委託に係る報告事項について、

資料Ｎｏ．３に基づき、条例により委託の際には、高齢者サービス調整会議の審

議が必要であることを説明。 

地域包括支援セン

タ ー 
資料Ｎｏ．４に基づき、現在の各居宅介護支援事業所への委託状況を説明。 

学 識 経 験 者 ６４件のうちで一番多い理由は。 

地域包括支援セン

タ ー 

要介護から要支援になった場合と家族がすでに認定を受けておりケアマネー

ジャーが付いている場合である。 

事 務 局 

議題（４）指定地域密着型サービス事業所・指定地域密着型介護予防サービ

ス事業所の指定更新について、資料Ｎｏ．３、Ｎｏ．５に基づき、大口ケアセンタ

ーあかりが平成３０年４月１日より指定更新を受けたことを説明。   

 （質問なし） 

課 長 

その他 

・認知症徘徊高齢者捜索模擬訓練の実施 

・次回の予定は３月後半に開催したい 

・任期を今年度末に迎えるが第７期計画があと２年あるので、引き続きお

願いしたい。 

委 員 長  閉会挨拶                              （閉会 午後３時） 

 


